
報告第５号 

 

予算繰越計算書について 

 

令和７年度行田市公共下水道事業会計予算繰越計算書について、地方公営企業法

（昭和２７年法律第２９２号）第２６条第３項の規定により次のとおり報告する。 

 

令和８年６月４日提出 

 

行田市長 行 田 邦 子 
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令和７年度行田市公共下水道事業会計予算繰越計算書

地方公営企業法第２６条第１項の規定による建設改良費の繰越額

１資本的支出 １建設改良費
第６処理分区汚水枝線
工事（持田一丁目）

102,500,000 0 102,500,000

１資本的支出 １建設改良費
第１０処理分区汚水枝
線工事（若小玉第２工
区）

55,600,000 0 55,600,000

１資本的支出 １建設改良費
管路施設耐震実施設計
業務委託その１

20,000,000 0 20,000,000

１資本的支出 １建設改良費
管路改築実施設計業務
委託（大規模下水道管
路特別重点調査関連）

7,000,000 0 7,000,000

１資本的支出 １建設改良費
行田市谷郷ポンプ場他
１施設の実施設計の作
成委託に関する協定

16,100,000 6,000,000 10,100,000

事業名項款 翌年度繰越額支払義務発生額予算計上額
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単位：円

国庫補助金 企業債
損益勘定
留保資金

23,500,000 79,000,000 0 - 0

地下水の影響による推進工の遅延
及び施工場所沿線の取付管設置位
置の交渉に不測の日数を要したこ
とにより工期を延長

0 55,600,000 0 - 0

支障埋設物（地下ケーブル）に伴
う管路埋設位置の変更、及び関係
機関との協議に不測の日数を要し
たことにより工期を延長

6,500,000 13,500,000 0 - 0

重要な幹線等及び５年に１回実施
する管路内調査により、速やかに
耐震対策や改築更新を必要とする
管路が判明したため、２か年計画
事業として実施

3,082,000 3,900,000 18,000 - 0
特別重点調査により速やかに改築
更新を必要とする管路が判明した
ため、２か年計画事業として実施

4,900,000 5,200,000 0 - 0
協定相手方の発注委託業務におけ
る入札不調により、履行期間を延
長

説明

左の財源内訳 翌年度繰越額に
係る繰越を要す
るたな卸資産の
購入限度額

不用額
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